
１　

委
員
会
見
解
案

　
　

に
つ
い
て

　

本
委
員
会
は
、
再
開
発
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
を
使
命

と
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
前
段

と
し
て
、
第
５
回
ま
で
の
委
員
会

に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ル
ネ

問
題
」
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
経

過
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
市
民
の
目
線
か
ら
見
た

問
題
発
生
に
至
っ
た
経
過
を
委
員

会
と
し
て
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

第
６
回
委
員
会
よ
り
は
、
第
３

次
再
建
計
画
の
検
証
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
節
目
節
目
に
お

い
て
委
員
会
見
解
と
し
て
公
表
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２　

委
員
会
見
解

盧
中
心
市
街
地
が
「
空
洞
化
」

　

す
る
に
至
る
ま
で

　

も
と
も
と
津
山
の
中
心
市
街
地

は
美
作
地
方
に
お
け
る
商
業
機
能

の
一
大
集
積
地
で
あ
り
、
昭
和
45

年
頃
ま
で
は
、
宮
脇
町
、
坪
井
町
、

本
町
３
丁
目
、
２
番
街
、
元
魚
町
、

銀
天
街
、
一
番
街
、
新
地
、
京
町
、

さ
ら
に
は
今
津
屋
橋
、
駅
前
、
南

町
と
旧
出
雲
街
道
沿
い
に
、
ま
た
、

津
山
駅
に
向
け
て
商
店
街
が
軒
を

連
ね
、
賑に

ぎ

わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

ま
た
、
当
該
地
域
は
、
交
通
の
結

節
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
町
村

部
の
顧
客
も
多
数
取
り
込
ん
で
い

た
。

　

昭
和
47
年
の
ニ
チ
イ
の
出
店
に

始
ま
り
、
昭
和
53
年
の
イ
ズ
ミ
、

平
成
３
年
の
高
島
屋
と
中
心
部
に

お
け
る
大
型
店
の
出
店
が
続
き
、

こ
れ
ら
の
大
型
店
を
コ
ア
・
マ
グ

ネ
ッ
ト
（
購
買
客
を
引
き
寄
せ
る

核
）
と
し
つ
つ
新
た
な
展
開
を
模

索
し
て
い
た
が
、
一
方
で
、
昭
和

52
年
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
、
昭
和

57
年
の
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
と
郊
外

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立
地

が
相
次
ぎ
、
中
心
市
街
地
の
位
置

づ
け
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
50
年
前
後

か
ら
昭
和
50
年
代
後
半
に
か
け
て

の
時
期
は
、
限
ら
れ
た
商
圏
の
中

で
中
心
市
街
地
と
郊
外
大
型
店
が

購
買
客
を
奪
い
合
い
、
せ
め
ぎ
合

う
時
期
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
平
成
４
年
の
大
規
模
小

売
店
舗
法
改
正
以
降
、
平
成
８
年

の
ジ
ャ
ス
コ
、
平
成
９
年
の
ノ
ー

ス
ラ
ン
ド
の
開
設
と
、
郊
外
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店
は

留と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
多
く

の
大
規
模
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
郊

外
立
地
も
相
次
ぎ
、
旧
町
村
部
に

お
い
て
も
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店
舗

※
が
顕
著
な
展
開
を
見
せ
る
に
至

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
心
市
街
地

の
商
業
活
動
は
、
昭
和
50
年
前
後

か
ら
始
ま
る
郊
外
大
型
店
・
ロ
ー

ド
サ
イ
ド
型
店
舗
と
の
競
争
に
遅

れ
を
取
っ
て
衰
退
の
道
を
辿た

ど

り
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

中
心
市
街
地
の
商
業
活
動
が
低

迷
し
た
原
因
は
、
郊
外
大
型
店
・

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店
舗
の
相
次
ぐ

立
地
に
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
中

心
市
街
地
の
足
元
か
ら
購
買
人
口

が
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
も
大
き

な
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
中
心

市
街
地
の
住
宅
・
商
店
は
狭
小
で

か
つ
老
朽
化
が
進
み
、
道
路
・
下

水
道
等
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

遅
れ
る
と
い
う
居
住
環
境
の
低
質

性
に
加
え
、
土
地
の
権
利
関
係
が

複
雑
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
心

市
街
地
の
居
住
人
口
は
、
昭
和
30

年
当
時
の
１
８
、
０
０
０
人
（
推

計
）
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
、
現

在
の
居
住
者
は
６
、
５
０
０
人
と

な
り
、
人
口
の
３
分
の
２
が
郊
外

等
へ
転
出
し
た
。
ス
プ
ロ
ー
ル
化

と
い
わ
れ
る
郊
外
移
転
と
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
が
急
速
に
同
時
進

行
す
る
顕
著
な
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象

を
引
き
起
こ
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
そ
の
過
程
で
、
中
心
市
街

地
の
店
舗
経
営
者
の
中
に
も
郊
外

に
居
を
構
え
、
あ
る
い
は
郊
外
に

店
舗
を
構
え
た
者
が
少
な
く
な
い
。

（
最
近
の
状
況
を
見
る
と
、
中
心

市
街
地
の
人
口
は
単
に
人
口
数
が

減
少
し
た
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
の
高

齢
化
が
進
み
、
現
在
で
は
高
齢
化

率
が
市
平
均
を
大
き
く
上
回
る
40

％
前
後
と
な
っ
て
お
り
、
急
激
な

高
齢
化
は
購
買
力
の
縮
小
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
「
福
祉
商
業
」

の
必
要
性
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、

建
物
の
老
朽
化
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

下
ろ
し
た
ま
ま
の
店
舗
や
空
家
・

空
地
の
増
加
も
顕
著
で
あ
り
、
防

災
・
防
犯
上
も
不
安
な
状
態
と
な

っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
か
ら
郊

外
へ
の
人
口
流
出
は
津
山
市
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
大
都

市
、
地
方
都
市
に
限
ら
ず
、
戦
後

の
高
度
経
済
成
長
期
に
各
地
の
中

心
市
街
地
で
起
こ
っ
た
現
象
で
あ

る
。
人
々
は
良
好
な
住
環
境
を
郊

外
に
求
め
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
※
の
進
行
が
郊
外
移
転
に
拍
車

を
か
け
た
。
そ
し
て
、
マ
イ
カ
ー

の
急
激
な
増
大
は
、
道
路
網
の
整

備
を
促
進
さ
せ
て
い
っ
た
。
津
山

市
の
場
合
で
言
え
ば
、
昭
和
50
年

の
中
国
縦
貫
道
、
昭
和
60
年
の
産

業
道
路
、
平
成
８
年
の
新
錦
橋
押

入
線
・
大
谷
一
宮
線
の
開
通
等
に

よ
る
道
路
網
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
道
路
網
整
備

は
、
大
規
模
な
平
面
駐
車
場
を
備

え
た
郊
外
店
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
郊
外
部
に
お
け
る
「
住
」
と

「
商
」
の
位
置
づ
け
が
飛
躍
的
に

高
ま
っ
た
。
（
そ
の
後
も
平
成
11

年
の
安
岡
町
押
入
線
の
開
通
と
国

道
53
号
線
に
係
る
今
津
屋
橋
北
詰

の
拡
幅
が
行
わ
れ
、
近
々
に
は
総

社
川
崎
線
の
一
部
開
通
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
道
路
網
の
整
備
は
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
か
の

よ
う
に
進
ん
で
き
て
い
る
。
）

　

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
、
中

心
市
街
地
か
ら
の
人
口
流
出
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
昭
和
57
年
の

市
庁
舎
移
転
に
始
ま
り
、
平
成
３

年
の
警
察
署
、
平
成
11
年
の
中
央

病
院
、
平
成
12
年
の
消
防
署
と
中

心
市
街
地
か
ら
の
転
出
が
続
い
た
。

人
々
の
郊
外
転
出
の
あ
と
を
追
う

よ
う
に
公
共
施
設
・
公
益
施
設
も

ま
た
郊
外
へ
転
出
し
た
。
特
に
、

市
庁
舎
・
中
央
病
院
の
移
転
は
中

心
市
街
地
の
吸
引
力
の
低
下
に
拍

車
を
か
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
く
し
て
、
津
山
市
は
中
心
市

街
地
が
空
洞
化
し
、
郊
外
拡
散
型

の
市
域
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
大
都
市
周
辺
に

起
こ
っ
た
郊
外
住
宅
地
の
拡
大

（
ス
プ
ロ
ー
ル
）
は
農
村
地
域
か

ら
大
都
市
へ
の
人
口
移
動
に
伴
う

必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
が
、
中

小
都
市
で
あ
り
な
が
ら
と
っ
た
郊

外
拡
散
型
の
都
市
政
策
そ
の
も
の

が
中
心
市
街
地
を
空
洞
化
さ
せ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
今

は
、
中
山
間
集
落
と
中
心
市
街
地

の
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
や
が
て

郊
外
住
宅
地
に
も
少
子
高
齢
化
が

及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

盪
再
開
発
事
業
の
経
過
☆

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
心
市
街
地

の
商
業
活
動
は
昭
和
50
年
代
後
半

に
は
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
る
に

至
っ
た
。
そ
の
打
開
の
た
め
、
地

元
商
店
主
等
の
発
意
に
よ
り
商
工

会
議
所
等
の
協
力
を
得
て
、
再
開

発
手
法
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

と
な
っ
た
。
構
想
が
立
て
ら
れ
た

の
が
昭
和
56
年
で
あ
る
か
ら
、
郊

外
大
型
店
・
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店

舗
が
勢
い
を
得
た
時
期
で
あ
る
。

　

再
開
発
事
業
は
住
宅
棟
を
順
次

先
行
整
備
し
、
最
終
的
に
商
業
棟

を
完
成
す
る
と
い
う
連
鎖
型
の
再

開
発
手
法
が
と
ら
れ
た
。
ま
ず
は

住
宅
棟
・
ア
リ
コ
ベ
ー
ル
し
ん
ざ

の
建
設
が
昭
和
63
年
に
着
手
さ
れ
、

平
成
元
年
に
竣し

ゅ
ん

工
し
た
。
次
い
で
、

住
宅
棟
・
ア
イ
ふ
き
や
が
平
成
５

年
に
着
工
し
、
平
成
６
年
に
竣

工
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
商
業

棟
・
ア
ル
ネ
が
平
成
９
年
に
着
工

し
、
平
成
11
年
に
竣
工
・
オ
ー
プ

ン
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の

事
業
は
ア
リ
コ
ベ
ー
ル
し
ん
ざ
の

着
工
以
来
ア
ル
ネ
の
竣
工
・
オ
ー

プ
ン
に
至
る
ま
で
11
年
に
渡
る
長

期
の
事
業
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
11
年
間
に
日

本
経
済
事
情
は
激
変
し
た
。
最
初

の
事
業
で
あ
っ
た
ア
リ
コ
ベ
ー
ル

し
ん
ざ
の
計
画
時
期
は
バ
ブ
ル
景

気
の
真
っ
只た

だ

中
に
あ
り
、
次
の
ア

イ
ふ
き
や
・
中
央
街
区
の
再
開
発

組
合
設
立
期
は
、
結
果
と
し
て
バ

ブ
ル
経
済
が
既
に
終
焉え

ん

を
迎
え
た

時
期
と
重
な
り
、
続
い
て
日
本
経

済
は
長
期
の
不
況
・
デ
フ
レ
期
に

突
入
し
た
。
日
本
経
済
が
デ
フ
レ

期
に
突
入
し
た
の
は
平
成
６
年
で

あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ル
ネ
ビ
ル
は
平
成
９
年
に
着
工
さ

れ
た
。

　

こ
の
再
開
発
事
業
は
、
低
密

度
・
低
層
地
区
を
高
密
度
・
高
層

化
（
す
な
わ
ち
高
度
化
）
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
留
床
（
地
権
者

に
還
元
す
る
建
築
床
面
積
を
権
利

床
、
権
利
床
を
差
し
引
い
た
残
り

の
建
築
床
面
積
を
保
留
床
と
い

う
）
を
生
み
出
し
、
そ
の
保
留
床

を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
開

発
事
業
費
を
賄
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
だ
が
、
再
開
発
に
要
し
た

用
地
取
得
費
は
、
再
開
発
事
業
に

関
わ
る
法
の
定
め
に
よ
っ
て
バ
ブ

ル
期
の
評
価
額
を
基
準
に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
た
め
高
額
な
も
の

に
な
り
、
一
方
で
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
に
伴
い
不
動
産
の
評
価
額
が

下
落
し
、
保
留
床
の
資
産
価
値
が

低
下
し
た
。
再
開
発
前
の
資
産
価

値
と
現
在
の
資
産
価
値
の
間
に
は

３
～
４
倍
の
開
き
が
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
留
床
の

処
分
に
よ
っ
て
再
開
発
の
事
業
資

金
を
回
収
し
よ
う
と
し
た
当
初
の

も
く
ろ
み
は
、
事
実
上
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
と
と
も
に
崩
れ
去
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
一
連
の
再
開
発
事

業
を
途
中
で
見
直
し
、
あ
る
い
は

凍
結
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
か
。
ア
ル
ネ
が
オ
ー
プ
ン
す
る

１
日
前
に
は
高
島
屋
が
撤
退
し
て

お
り
、
着
工
前
か
ら
中
心
市
街
地

で
の
大
型
店
・
ア
ル
ネ
の
経
営
の

将
来
が
危
惧ぐ

さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
突
き
進

ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
再

開
発
事
業
に
関
わ
る
法
の
定
め
に

よ
っ
て
権
利
変
換
開
始
以
降
に
事

業
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、

一
連
の
再
開
発
事
業
が
ア
ル
ネ
の
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再開発事業のありかた委員会見解

裏
へ
続
く

※
ア
ル
ネ
問
題
…
組
合
の
多
額
の
資
金

不
足
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
不
正
流
用

問
題
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
不
振
、

支
援
の
た
め
の
度
重
な
る
公
金
投
入

な
ど
の
問
題

※
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店
舗
…
幹
線
道
路

沿
い
に
立
地
し
、
お
も
に
自
家
用
車

を
利
用
す
る
顧
客
を
対
象
に
作
ら
れ

た
店
舗

※
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
…
車
社
会

吉井川

吹屋町第三街区
「アイふきや」

中央街区
「アルネ・津山」

南新座街区
「アリコベール
しんざ」

国
道
53
号

津山駅

バブル景気バブル崩壊デフレ期に突入

	 H18	 H9	 H5	 H2	 S63	 S61	 S56
吉
井
川
北
岸
地
区
再
開
発
基
本

構
想
策
定

南
新
座
地
区
の
開
発
組
合
設
立

南
新
座
地
区
「
ア
リ
コ
ベ
ー
ル

し
ん
ざ
」着
手（
平
成
元
年
完
成
）

吹
屋
町
第
三
街
区
の
開
発
組
合

設
立

中
央
街
区
の
開
発
組
合
設
立

吹
屋
町
第
三
街
区
「
ア
イ
ふ
き

や
」
着
工
（
平
成
６
年
完
成
）

中
央
街
区
「
ア
ル
ネ
・
津
山
」

着
工
（
平
成
11
年
完
成
）

ア
ル
ネ
・
津
山
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

☆
再
開
発
事
業
の
経
過


